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【岩野小学校】 

学校防災マニュアル 
～安心・安全な学校づくりのために～ 
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１ 学校健康安全全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康教育全体計画

健康教育の目標

郷土に誇りを持ち、心豊かで、主体的に行動できる

知・徳・体の調和のとれた子どもの育成

・学習指導要領

・第２期くまもと「夢の架け橋」教育プラン

・水上村教育委員会の指導指針

（保健）概ね基本的生活習慣は確立できて
いるが、睡眠不足や朝食欠食等の課題が見

られる児童がいる。う歯保有率が高い。

（給食）食物アレルギーを持つ児童や偏食

気味の児童がいる。

（安全）学校周辺は幹線道路が多いため、
児童の登下校時には注意が必要である。

保護者の願い

・学校教育法

・学校教育法施行規則

・県体育保健課の取組

・県義務教育課の取組

めざす学校像・県社会教育課の取組 めざす児童像 めざす教師像

・球磨教育事務所取組の重点 ・自分の考えを思いやりの心を持って表現できる子ども（創意）

・日本国憲法　・教育基本法

児童の実態

自主　　　　創意　　　　忍耐

関係法令等 校　　訓

（体育）体を動かす事が好きな児童が多く

外遊びを好み、運動能力の個人間の差は少
ない。教　育　目　標

　身の回りの危険を予測し、回避で

きる能力を育成することで、自分で

自分の安全を確保できる児童を育成

する。

・自ら進んで学ぼうとする子ども（自主）

・県人権教育取組の方向

・県特別支援教育取組の方向

生命を大切にし、進んで豊かな心と身体づくりをする子の育成を図る

・辛抱強さ、我慢する心を持ち、何事にもあきためない心身ともにたくましい子ども（忍耐）

・郷土に学び、郷土を愛する子ども ・明るく、思いやりを持ってほしい。

・学校教育に関心が高く、協力的である。

・地域で子どもを見守り、育てよう
　という姿が見られる。

安全

・確かな学力を身につけてほしい。

・目標に向かって努力してほしい。

地域の実態

体育 保健

安全年間指導計画

・児童が進んで運動に取り

　組む体育指導の工夫

・計画的、継続的な体育的

　活動の充実

・体力テストの結果に基づ

　いた体力、運動能力の強

　化。

・施設用具の設備、充実と

　その効果的活用

・児童の健康状況を的確に把

　握するための統計や記録を

　整理し健康教育の資料の提

　供に努める。

・基本的生活習慣の確立のた

　めの健康教育を徹底する。

・児童保健委員会の自主活動

　を進め、児童からの健康増

　進の呼びかけを支援する。

・性に関する指導の充実に努

　める。

・食物アレルギー等の疾病に

　関する必要な指導を発達段

　階に応じて行う。

・清潔、安全、手際の良い食事

　の準備指導。

・正しい食事の仕方を知らせ確

　実に身につけさせる。

・担任等との会食を通して、初

　歩的な栄養面の話をしながら

　食事と健康が密接に結びつい

　ていることを知らせる。

・給食の準備や後片づけを進ん

　で行おうとする態度を養う。

・交通安全について理解させ、規則

　を守る態度を養う。

・生活安全について理解させ、危険

　から身を守る態度を身につけさせ

　る。

・学級指導等の日常での指導を充実

　させる。

・非常事態（水防、不審者侵入、火

　災、地震）における訓練を行い、

　危険から身を守る態度を身につけ

　させる。

・地域と合同の運動会や、

　ＰＴＡ体育事業等を実施

　する。

・年間を通して体力向上啓

　発と意識化を図る。

・夏期休業中におけるプー

　ル監視をＰＴＡ事業とし

　子どもの健康向上に協力

　する。

・保健だよりを発行し、児童

　の健康課題や基本的生活習

　慣の重要性を伝える。

・村内学校健康教育委員会の

　開催、たよりの発行。

・毎学期「すくすく健康カー

　ド」を発行し、健康につい

　て家庭との個別の連携を図

　る。

・薬物乱用防止教室の開催。

・校内及び家庭・地域と連携

　した健康教育に取り組む。

・親子給食の実施。

・給食だよりを発行し、保護者

　に給食内容だけでなく、家庭

　での食事への意識を高める。

・給食マナーチェックの実施。

・タイムトンネルやもちつき等

　の行事での保護者や地域との

　連携。

・人づくり振興会での地域との安全

　面での協議、連携。

・危険箇所の把握への協力依頼。

・学校防災マニュアルを活用した実

　践的な避難訓練の実施。

・安全だよりを発行し、学校での安

　全教育の状況や保護者の安全面の

　意識向上を図る。

・地域の方による児童の登下校時の

　見守り。

重

点

項

目

地

域

・

保

護

者

と

の

連

携

体育年間指導計画 保健年間指導計画

給食
　進んで運動に取り組み、

運動の持つすばらしさを味

合わせながら助け合い協力

する姿を通し生涯にわたっ

てスポーツに親しみ健康の

保持増進に努める児童を育

成する。

　自分の体に関心をもち、自

ら進んで健康なからだをつく

り、よりよい健康生活を送る

ことができる子どもを育て

る。

　楽しい給食を通して、正しい食

事のあり方と安全で衛生的な望ま

しい食生活の習慣を養う。

目

標

給食年間指導計画
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２ 防災教育年間計画 

 

＜目標＞ 

「身の回りの危険を予測し、回避できる能力を育成することで、自分で自分の

安全を確保できる児童を育成する」 

 

＜重点項目＞ 

・交通安全について理解させ、規則を守る態度を養う。 

・生活安全について理解させ、危険から身を守る態度を身につけさせる。 

・安全だよりや学級指導等の日常での指導を充実させる。 

・非常事態（水防、不審者侵入、火災、地震）における訓練を行い、危険から

身を守る態度を身につけさせる。 
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※
学
級
活
動
の
欄
　
　
◎
…
１
単
位
時
間
程
度
の
指
導
　
　
●
・
・
‥
短
い
時
間
の
指
導

き
ま

り
を

守
り

、
安

全
な

生

活
を

し
よ

う
 
 
指
Ａ

き
ま

り
を

守
っ

て
事

故
を

防
ご

う
指

Ｂ
　

知
Ｄ

・
Ｅ

室
内

で
の

暮
ら

し
を

考
え

よ
う

指
Ａ

夏
を

安
全

に
過

ご
そ

う

指
Ａ

落
ち

着
い

た
生

活
を

し
よ

う
指

Ａ

正
し

く
廊

下
を

歩
こ

う

指
Ａ

暖
房

器
具

を
正

し
く

使
お

う
指

Ｄ

火
の

取
り

扱
い

に
注

意
し

よ
う

指
Ｄ

災
害

か
ら

身
を

守
ろ

う

指
Ｄ

け
が

や
事

故
に

気
を

つ
け

よ
う

指
Ａ

一
年

間
、

安
全

に
過

ご
せ

た

か
考

え
よ

う
指

Ａ

規
則

尊
重

生
命

の
尊

重
思

い
や

り
・

親
切

勤
勉

・
努

力
明

朗
・

誠
実

思
い

や
り

・
親

切
家

庭
愛

勇
気

勤
勉

・
努

力
節

度
・

節
制

愛
校

心

・
地

域
巡

り
時

の
交

通
安

全

指
Ｂ

　
知

Ｄ

・
移

植
べ

ら
、

ス
コ

ッ
プ

の
使

い
方

指
Ａ

・
公

園
ま

で
の

交
通

安
全

指
Ｂ

　
指

Ｄ

・
遊

具
の

使
い

方
指

Ａ

・
虫

探
し

、
お

店
探

検
時

の
交

通
安

全
　

指
Ｂ

・
は

さ
み

、
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

の
使

い
方

　
指

Ａ

・
た

け
ひ

ご
、

つ
ま

よ
う

じ
の

使
い

方
　

指
Ａ

・
郵

便
局

見
学

時
の

安
全

指
Ｂ

・
は

さ
み

の
使

い
方

指
Ａ

・
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

の

使
い

方
　

　
　

指
Ａ

・
ガ

ス
コ

ン
ロ

の
使

い
方

指
Ａ

・
移

植
ご

て
の

使
い

方
指

Ａ

・
野

外
観

察
時

の
交

通
安

全

・
ア

ル
コ

ー
ル

ラ
ン

プ
、

虫

め
が

ね
、

移
植

ご
て

の
使

い

方
　

指
Ｂ

　
指

Ａ

・
カ

バ
ー

ガ
ラ

ス
、

ス
ラ

イ
ド

ガ
ラ

ス
、

フ
ラ

ス
コ

の
使

い
方

指
Ａ

・
ス

コ
ッ

プ
、

ナ
イ

フ
の

使
い

方
　
指
Ａ

・
夜

間
観

察
の

安
全

・
試

験
管

、
ビ

ー
カ

ー
の

使
い

方
　

指
Ａ

・
観

察
中

の
安

全

・
フ

ラ
ス

コ
、

ガ
ラ

ス
管

の
使

い
方

　
指

Ａ

・
太

陽
観

察
時

の
注

意

指
Ａ

・
ポ

リ
袋

、
ゴ

ム
風

船
の

使
い

方
　

　
　
指
Ａ

・
鏡

、
凸

レ
ン

ズ
､
ガ

ラ
ス

器
具

の
使

い
方

　
指

Ａ

・
バ

ー
ナ

ー
、

蒸
発

皿

の
使

い
方

　
指

Ａ

・
針

金
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
使

い
方

　
指

Ａ

・
塩

酸
、

水
酸

化
ナ

ト
リ

ウ

ム
の

取
扱

い
方

　
指

Ａ

・
は

さ
み

、
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ

フ
、

絵
の

具
、

接
着

剤
の

安

全
な

使
い

方
　

　
　

　
指

Ａ

・
写

生
場

所
の

安
全

な
選

定

・
コ

ン
パ

ス
の

使
い

方

指
Ａ

・
の

こ
ぎ

り
、

小
刀

、
金

づ
ち

、
く

ぎ
抜

き
、

く
ぎ

の
使

い
方

　
指

Ａ

・
木

づ
ち

、
ゴ

ム
、

電
動

の
こ

、
ニ

ス
の

使
い

方

指
Ａ

・
プ

ー
ル

で
の

船
の

安
全

な
浮

か
ば

せ
方

　
指

Ａ

・
彫

刻
刀

の
管

理
の

仕
方

と
使

い
方

　
指

Ａ

・
ラ

ッ
カ

ー
、

シ
ン

ナ
ー

の
取

扱
い

方
　

指
Ａ

・
竹

ひ
ご

、
細

木
の

使
い

方
　

指
Ａ

・
小

刀
の

管
理

の
仕

方

と
使

い
方

　
指

Ａ

・
陶

器
作

成
時

の
注

意

指
Ａ

・
共

同
作

品
作

成
時

の
安

全

指
Ａ

・
針

、
は

さ
み

の
使

い
方

指
Ａ

・
ア

イ
ロ

ン
の

使
い

方

指
Ａ

・
食

器
の

取
扱

い
方

指
Ａ

・
包

丁
の

使
い

方
　

指
Ａ

・
実

習
時

の
安

全
な

服
装

の
選

び
方

　
指

Ａ

・
熱

湯
の

安
全

な
取

扱
い

方
　

指
Ａ

・
ミ

シ
ン

の
使

い
方

指
Ａ

・
油

の
安

全
な

取
扱

い
方

指
Ａ

・
ガ

ス
コ

ン
ロ

の
使

い

方
　

　
指

Ａ

・
調

理
用

具
の

使
い

方

指
Ａ

・
調

理
器

具
の

安
全

な
使

い

方
　

　
　

指
Ａ

・
固

定
施

設
の

使
い

方

・
運

動
の

場
の

安
全

確
認

指
Ａ

・
鉄

棒
運

動
時

の
安

全

指
Ａ

・
知
Ａ

・
集

団
演

技
、

行
動

時
の

安
全

　
指

Ａ

・
マ

ッ
ト

、
跳

び
箱

運

動
時

の
安

全
　

指
Ａ

・
け

が
の

防
止

(
保

健
)

指
Ａ

　
知

Ａ
・

Ｃ

・
ボ

ー
ル

運
動

時
の

安
全

指
Ａ

・
持

久
走

時
の

安
全

指
Ｂ

・
跳

躍
運

動
時

の
安

全

指
Ａ

・
固

定
施

設
利

用
時

の
安

全

指
Ａ

・
知

Ｂ

低
学

年

●
通

学
路

の
確

認
指

Ｂ
・

Ｄ ●
安

全
な

給
食

配
膳

　
指

Ａ

●
子

ど
も

1
1
0
番

の
家

知
Ｂ

●
休

み
時

間
の

約
束

　
指

Ａ

◎
安

全
な

道
路

歩
行

　
指

Ｂ

知
Ｄ

◎
水

防
・

不
審

者
訓

練
の

参
加

の
仕

方
　

指
Ｄ

　
知

Ｆ

●
雨

天
時

の
約

束

指
Ａ
・
Ｄ

◎
プ
ー
ル
の
約
束

指
Ａ

　
知

Ａ
・

Ｈ

●
夏

休
み

の
約

束
指

Ａ

◎
自

転
車

乗
車

時
の

約
束

指
Ｂ

　
知

Ｅ

●
落

雷
の

危
険

指
Ｄ

　
知

Ｈ

●
運

動
時

の
約

束

◎
校

庭
や

運
動

場
、

遊
具

の
使

い
方

の
き

ま
り

指
Ａ
　
知
Ａ

◎
乗

り
物

の
安

全
な

乗
り

降
り

の
仕

方
指

Ｂ

●
廊

下
の

安
全

な
歩

行
の

仕
方

　
指

Ａ

◎
火

災
時

の
正

し
い

行
動

の
仕

方
・

安
全

な
集

団
行

動
　

指
Ｄ

●
安

全
な

服
装

　
指

Ａ

●
雪

道
の

歩
き

方
　

指
Ｂ

知
Ｄ

◎
冬

休
み

の
安

全
な

過
ご

し
方

　
指

Ａ

◎
「

お
か

し
も

」
の

約

束
　
指
Ａ
　
知
Ｂ

●
危

な
い

も
の

を
見

つ

け
た

と
き

　
指

Ａ

◎
身

近
な

道
路

標
識

知
Ｄ

●
暖

房
器

具
の

安
全

な
使

用
　

　
指

Ａ

●
１

年
間

の
反

省
　

指
Ａ

中
学

年

●
通

学
路

の
確

認
　

　
　

指

Ｂ
・

Ｄ

●
安

全
な

清
掃

活
動

指
Ａ

●
誘

拐
の

起
こ

る
場

所

知
Ｂ

●
休

み
時

間
の

安
全

　
指

Ａ

◎
安

全
な

道
路

歩
行

や
自

転
車

通
行

　
　

指
Ｂ

　
知

Ｄ
・

Ｅ

●
雨

天
時

の
安

全
な

過
ご

し
方

　
指

Ａ

◎
水

防
、

不
審

者
訓

練
へ

の
参

加
指

Ｄ

◎
安

全
な

プ
ー

ル
の

利
用

の
仕

方
　

指
Ａ

●
子

ど
も

1
1
0
番

の
家

●
道

路
で

の
自

転
車

乗
車

の
き

ま
り

指
Ｂ

知
Ｅ

●
夏

休
み

の
安

全
な

過
ご

し
方

指
Ａ

●
落

雷
の

危
険

指
Ｄ

　
知

Ｈ

●
運

動
時

の
安

全
な

服
装

◎
校

庭
の

安
全

な
使

い
方

指
Ａ

　
知

Ａ

◎
車

内
で

の
安

全
な

過
ご

し
方

　
指

Ａ

●
校

庭
で

の
安

全
な

遊
び

方
　

指
Ａ

◎
火

災
時

の
避

難
の

仕
方

指
Ｄ

●
安

全
な

集
団

行
動

指
Ａ

●
凍

結
路

の
安

全
な

歩
き

方
　

指
Ｂ

 知
Ｄ

◎
冬

休
み

の
安

全
な

過
ご

し
方

　
指

Ａ

●
「

お
か

し
も

」
の

約

束
　

指
Ａ

　
知

Ｂ

◎
安

全
な

身
支

度

指
Ａ

◎
自

転
車

に
関

係
の

あ
る

道
路

標
識

　
知

Ｅ

●
暖

房
器

具
の

安
全

な
使

用
　

指
Ａ

●
１

年
間

の
反

省
　

指
Ａ

高
学

年

●
通

学
路

の
確

認
指

Ｂ

指
Ｄ

●
交

通
事

故
か

ら
身

を
守

る

指
Ｂ

　
知

Ｄ
・

Ｅ

◎
身

の
回

り
の

犯
罪

　
知

Ｂ

●
休

み
時

間
の

事
故

と
け

が

指
Ａ

◎
安

全
な

道
路

歩
行

や
自

転
車

通
行

　
指

Ｂ
・

Ｃ

●
交

通
機

関
利

用
時

の
安

全

指
Ｂ

●
雨

天
時

の
事

故
と

け
が

知
Ｆ

・
Ｇ

・
Ｈ

◎
水

防
、

不
審

者
訓

練
の

意
義

　
指

Ｄ

◎
救

急
法

、
着

衣
泳

　
指

Ａ
　

知
Ｃ

●
自

転
車

の
点

検
と

整
備

指
Ｃ

　
知

Ｅ

●
夏

休
み

の
事

故
と

防
止

指
Ａ

　
知

Ｃ

●
落

雷
の

危
険

　
指

Ｄ

知
Ｈ

●
運

動
時

の
事

故
と

け
が

◎
校

庭
や

屋
上

で
起

こ
る

事
故

の
防

止
 
指

Ａ
　

知
Ａ

◎
乗

車
時

の
事

故
と

け
が

指
Ａ

◎
火

災
予

防
と

火
災

時
の

避
難

の
仕

方
　

指
Ｄ

●
道

路
凍

結
時

の
事

故
と

け
が

　
指

Ｂ
 知

Ｄ

◎
冬

休
み

中
の

事
故

や
け

が
　

指
Ａ

◎
災

害
時

の
携

行
品

指
Ｄ

●
安

全
な

身
支

度
、

衣

服
の

調
節

　
指

Ａ

◎
交

通
ル

ー
ル

知
Ｄ

・
Ｅ

●
暖

房
器

具
の

安
全

な
使

用
　

　
指

Ａ

●
１

年
間

の
反

省
　

指
Ａ

・
代

表
委

員
会

・
一

年
間

の
計

画

・
児

童
の

危
険

個
所

チ
ェ

ッ
ク

・
な

か
よ

し
集

会
（

安
全

集
会

）

・
夏

の
事

故
防

止
・

熱
中

症
予

防
・

け
が

の
予

防
・

児
童

に
よ

る
危

険
個

所

チ
ェ

ッ
ク

・
換

気
点

検
・

冬
の

安
全

な
過

ご
し

方

・
換

気
点

検
・

一
年

間
の

反
省

・
入

学
式

・
歓

迎
遠

足

・
健

康
診

断

・
春

の
交

通
安

全
運

動

・
体

カ
テ

ス
ト

・
交

通
安

全
教

室

・
心

肺
蘇

生
法

講
習

会

・
集

団
宿

泊
教

室

・
水

防
避

難
訓

練

・
危

険
個

所
点

検

・
終

業
式

、
大

掃
除

・
プ

ー
ル

開
き

・
修

学
旅

行

・
夏

季
水

泳
指

導
・

プ
ー

ル
納

め

・
秋

の
交

通
安

全
運

動

・
運

動
会

練
習

・
運

動
会

・
火

災
避

難
訓

練
・

持
久

走
大

会

・
終

業
式

・
大

掃
除

・
地

震
避

難
訓

練

・
大

掃
除

・
学

習
発

表
会

・
新

一
年

生
体

験
入

学
・

卒
業

式

・
遠

足

・
修

了
式

・
大

掃
除

安
全

な
通

学
の

仕
方

安
全

の
き

ま
り

の
設

定

・
固

定
遊

具
の

安
全

な
使

い
方

・
自

転
車

点
検

の
方

法

校
舎

内
で

の
安

全
な

過
ご

し
方

プ
ー

ル
で

の
安

全
の

き
ま

り
の

確
認

自
転

車
乗

車
時

の
き

ま

り
、

点
検

・
整

備

校
庭

や
屋

上
で

の
安

全
な

過
ご

し
方

電
車

、
バ

ス
の

安
全

な
待

ち
方

及
び

乗
降

の
仕

方

安
全

な
避

難
の

仕
方

凍
結

路
の

安
全

な
歩

き
方

災
害

時
の

身
の

安
全

の

守
り

方

道
路

標
識

の
種

類
と

意
味

１
年

間
の

人
的

管
理

の
評

価
・

反
省

通
学

路
の

安
全

確
認

安
全

点
検

年
間

計
画

の
確

認

・
諸

設
備

、
学

校
環

境
の

点

検
、

整
備

・
諸

設
備

、
学

校
環

境
の

点
検

、
整

備

・
夏

季
休

業
前

・
中

の
校

舎
内

外
の

点
検

・
学

校
環

境
の

点
検

校
庭

や
屋

上
な

ど
校

舎
外

の
整

備

・
諸

設
備

、
学

校
環

境
の

点
検

及
び

整
備

避
難

経
路

の
確

認

学
校

環
境

の
安

全
点

検

防
災

設
備

の
点

検

・
諸

設
備

、
学

校
環

境
の

点
検

、
整

備

防
災

用
具

の
点

検
、

整

備 ・
学

校
環

境
の

点
検

・
諸

設
備

、
学

校
環

境
の

点
検

、
整

備

１
年

間
の

学
校

環
境

、
安

全

点
検

の
評

価
・

反
省

・
春

の
交

通
安

全
運

動

・
保

護
者

、
教

職
員

の
挨

拶
、

登
校

指
導

・
校

外
に

お
け

る
児

童
の

安
全

行
動

把
握

、
情

報
交

換

・
　

P
T
A
役

員
会

議
（

合
同

委

員
会

）

村
内

学
校

健
康

教
育

委
員

会
　

　
地

区
懇

談
会

地
域

の
危

険
箇

所
点

検

人
づ

く
り

振
興

会
議

・
安

全
確

認
の

日

　
（

８
月

１
２

日
）

・
地

域
パ

ト
ロ

-
ル

・
親

子
美

化
作

業

・
秋

の
交

通
安

全
運

動

・
保

護
者

、
教

職
員

の
挨

拶
、

登
校

指
導

村
内

学
校

健
康

教
育

講
演

会

冬
季

の
通

学
路

点
検

・
地

域
防

災
訓

練
の

啓
発

・
年

末
年

始
の

交
通

安
全

運
動

の
啓

発

・
保

護
者

、
教

職
員

の

挨
拶

、
登

校
指

導

・
村

内
学

校
健

康
教

育
委

員
会

（
年

間
反

省
）

・
P
T
A
役

員
会

議
（

合
同

委

員
会

）

地
域

交
通

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル

※
遊

具
等

の
安

全
点

検
方

法

等

※
教

職
員

心
肺

蘇
生

法
研

修
会

※
教

職
員

緊
急

時
対

応
訓

練

※
暖

房
器

具
点

検
、

使
用

方
法

確
認

※
校

内
事

故
発

生
状

況
及

び

安
全

措
置

月
　

の
　

重
　

点

道
　

　
　

　
徳

　
　

　
　

　
　

　
　

月
項

目
３

２
１

研
　

　
修

１
１

※ 「 学 校 安 全 教 育 指 導 の 手 引 」 活 用

７
・

８
４

５
６

安
全

教
育

参
考

資
料

「
生

き
る

力
」

を
は

ぐ
く

む
学

校
で

の
安

全
教

育
（

H
2
2
.
文

部
科

学
省

発
行

）
よ

り
学
校
安
全
計
画
（
岩
野
小
学
校
）

９
１
０

１
２

・
水

泳
前

の
健

康
観

察

・
水

泳
時

の
安

全
　

　
　

指
Ａ

 知
Ａ

・
Ｈ

体
　

　
育

児
童

会
活

動
（

保
健

安
委

員
会

）

主
な

学
校

行
事

等

学 　 　 級 　 　 活 　 　 動

生
　

　
活

理
　

　
科

学
校

安
全

に
関

す
る

組
織

活
動

安    全    指    導

安 全 管 理

対
人

管
理

対
物

管
理

安      　 全      　 教 　      育

図
　

　
工

家
　

　
庭

安   全   学   習

ｊ －－

備
考

※
安

全
教

育
参

考
資

料
「

生
き

る
力

」
を

は
ぐ

く
む

学
校

で
の

安
全

教
育

（
H
2
2
.文

部
科

学
省

発
行

）
よ

り

指
導
編

指
Ａ
：
休
憩
時
間
の
安
全
（Ｐ
２
３
～
２
６
）

指
Ｂ
：
道
路
の
歩
行
と
横
断
及
び
交
通
機
関
の
利
用
（３
１
～
Ｐ
３
２
）

指
Ｃ
：
自
転
車
の
安
全
な
利
用
（Ｐ
３
３
～
３
４
）

指
Ｄ
：
地
震
災
害
の
安
全
（Ｐ
４
０
～
４
５
）

知
識
編

知
Ａ
：
転
落
事
故
か
ら
身
を
守
る
（Ｐ
５
２
）

知
Ｂ
：
不
審
者
か
ら
身
を
守
る
（Ｐ
５
３
）

知
Ｃ
：
熱
中
症
を
予
防
す
る
（
Ｐ
５
４
）

知
Ｄ
：
交
通
安
全
（
歩
行
者
編
）（
Ｐ
５
５
）

知
Ｅ
：
交
通
安
全
（自

転
車
編
）（
Ｐ
５
６
）

知
Ｆ
：
風
水
害
か
ら
身
を
守
る
（
Ｐ
６
２
）

知
Ｇ
：
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
（
Ｐ
６
３
）

知
Ｈ
：
竜
巻
・
落
雷
か
ら
身
を
守
る
（Ｐ
６
４
）
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３ 学校および周辺地域の災害想定および避難場所 

 

災害項目 被害想定（場所） 避難場所 

火災 

 

＜火元確認場所＞ 

 理科室・家庭科室・湯沸室・給食センター 

 

①グラウンド 

②村民体育館 

地震 

 

＜大地震が発生した場合＞ 

 校舎倒壊のおそれ 

 ロッカー、棚の転倒のおそれ 

  

①グラウンド 

②村民体育館 

洪水 

 

豪雨時に小川内川及び球磨川 氾濫のおそれ 

校舎１階部分が浸水の可能性あり 

 

①村民体育館 

②岩野公民館 

 

 

学校周辺の避難所 

避難所 場所 連絡先 

 

指定避難所 

 

岩野 

①岩野公民館 

  ②保健センター 

  ③村民体育館 

 

 

４４－０３３３ 

４４－０７８２ 

幸野・戸屋野 

①水上村役場 

  ②岩野公民館 

  ③保健センター 

 

 

４４－０３１１ 

４４－０３３３ 

４４－０７８２ 

江代 

①江代地域防災拠点施設 
  ②旧古屋敷小学校体育館 

  ③江代地区集会施設 
 

 

４４－０３２４ 

 

４６－１３５２ 

 

※水上村防災マップ参考 
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４ 避難場所及び避難経路図 

 

○校内の避難経路図（地震の場合） 

 

○校外の避難所・避難経路図 

 

 

なかよし１ 
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５ 災害時配備体制（休日・夜間時） 

 

配備体制 災害 教職員配置と対応 

風水害 地震 

 

 

警戒体制 

 

警報 

大雨・洪水 暴

風・暴風雪 

震度４ ＜教職員＞校長・教頭 

＜対応＞ 

①施設設備の被害の確認 

②授業の有無決定と連絡 

 

 

特別警戒体制 

相当規模の被

害の発生又は

そのおそれの

ある場合 

 

震度５（弱） ＜教職員＞校長・教頭 

＜対応＞ 

①施設設備の確認と報告 

②（状況により）児童の安否確認・授業有無の決定 

担任→教頭→校長→村教育課 

 

 

 

 

 

非常体制 

甚大な被害の

発生又はその

おそれがある

場合 

震度５（強） 

以上 

＜教職員＞全教職員が配置 
＜原則＞学校に出勤 

＜出勤できない場合＞ 

 ・途中の情報を学校長に報告、学校長より指示を受

ける 

＜対応＞ 

①教職員の安否被害確認 

  連絡網→校長 

②生徒の安否確認・授業有無の決定 

  担任→校長（教頭）→村教育課 

③施設設備の被害確認と報告 

各室管理者→教頭→校長 
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６ 教職員の緊急連絡体制 

 

※ 別紙（ 岩野小学校 緊急連絡簿 ）参照 

 

※ 連絡方法について 

・連絡がとれない場合は、次の人に連絡をして、その人物を管理職に報告する。後ほど改め

てその人物に連絡をとる。 

・最後の人は管理職に、連絡が来たことを報告する。 

 

＜通信手段を失った場合＞ 

① 公衆電話を利用 

② 災害時伝言ダイヤル１７１を利用 

③（       ）で自ら本部長へ連絡 

 

 

７ 児童の安否確認・連絡体制（休日・登下校時・夜間時） 

 

 

＜地震発生の場合＞ 

震度 安否確認 連絡手段 

震度４以下 ×行わない × 

震度５弱 △被害状況により校長判断 連絡手段順位 

①電話連絡（地区連絡網） 

②家庭訪問 

③避難所訪問 

 

震度５強以上 ○全員行う 

  

 

＜安否確認時の内容＞ 

○児童生徒等及び家族の安否・けがの有無 

○被災状況（児童生徒等の様子・困っていることや不足している物資等） 

○居場所・今後の連絡先・連絡方法  等 
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８ 施設設備等の安全管理 

 

（１）施設設備等の安全点検 

 
 ①定期の安全点検 

・施設管理責任者（火元責任者）による毎月の安全点検 

・職員ローテーションによる毎月の安全点検（児童の利用頻度の高い教室等） 

・複数点検による毎月の安全点検（体育館、運動場等） 

 

②臨時の安全点検 

 ・運動会等の学校行事の前後、暴風雨・地震・近隣での火災等の災害時に必要に応じて

実施する。 

  ・安全性に関する新たな知見が示された際など、教育課施設担当の指示に従い実施す

る。 

 

 ③日常の安全点検 

  ・毎授業日ごとに児童が最も多く活動を行うと思われる箇所について点検を実施する。 

  ・施設を日常的に使用する者として日々活動する中で施設設備の不具合を見つけ危険
箇所の把握に努める。 

 

④避難経路・避難場所・通学路危険箇所の点検 

  ・校内避難経路の点検毎月の点検日に併せて、点検を実施する。 

  ・校外避難場所、避難経路、通学路危険箇所の点検 

見知り遠足の下校時及び水防避難訓練後の一斉下校にて実施する。 

 
 ⑤その他（学校施設設備の状況整理） 

  ・校舎図・電気配線図、水道配管図、電話配線図等の整理（担当：事務職員） 

    

 

（２）安全対策の実施 

・施設設備の安全点検後の対策については、ロッカー、棚などの固定、書棚等の上に重量物

を置かない、薬品の容器等の飛び出し防止対策等、学校で可能な対策についてはすみやか

に実施する。 

 

 

（３）非常持ち出し品・備蓄品の点検 

・P22 別表 

（参考資料１：非常持ち出し品・備蓄物品管理表）に基づき、毎年８月に点検を実施する。 
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９ 災害時別対応行動 

 地震発生時の対応 （１）在校中の対応 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童等の安全確保 

避難場所決定と 

指示 

揺れがおさまる 

避 難 誘 導 

避難後の対応 

保護者への連絡 

保護者への引き渡し 

・頭部を保護 

・机の下にもぐり、机の脚を
しっかりと持つように指
示 

・出口の確保（窓・出入り口
の開放など） 

・火災など二次災害の防止 

・安全が確認できるまでその
場を動かないように指示 

・土砂災害等の情報を収集し
対応 

・避難経路・避難場所の安全確
認 

・ハンドマイク等での避難指
示 

・「おさない、はしらない、し
ゃべらない、もどらない・

ちかづかない」を徹底 

・配慮を要する児童等の対応 

・トイレ、教室、体育館等に児
童等が残っていないか確認 

・人員を確認、安全な位置に

誘導し、落ち着かせる 

・津波警報等により、二次避

難場所への移動も考える 

・人員点呼と安否の確認 

・負傷者の確認と応急手当 

・関係機関への連絡 

 

・避難誘導、負傷者搬送
などの教職員の協
力・連携 

・出席簿の携帯（児童等
の確認） 

教職員の対応 児童等への対応・留意点  

・保護者と連絡がとれない場合
は学校で保護 

・緊急対応ファイルを準備 

・机の下にもぐるなど

姿勢を低くし、頭部

及び上半身を保護

する 

全校避難の指示 

・安全確認後運動場へ

避難 

・二次災害の危険があ

れば、二次避難場所

へ避難（村民体育館

駐車場） 

学校等災害対策

本部の設置・対応 

地震発生！ 

二次災害注意！ 

学校等災害対策本部 

 会議場所（開放禁止） 

（ ①校長室②会議室 ） 

避難所運営支援・教育再開 

・避難者の受け入れ・誘導 

・救命措置 

・避難者への情報伝達 

・教育課、対策本部との連絡 

・ 

 

・保護者とともに帰宅 

・災害の状況により 

 学校への待機を継 

 続する 
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１０ 学校災害対策本部編成表 

校長不在の場合の本部長代行 ①教頭 ②教務主任 

分担 担当者名 役割 準備物 

対策本部 

 

 

本部設置場所 

＜火災の場合＞ 

水上村教育委員会 

＜地震の場合＞ 

 ①校長室 

 ②会議室 

 

本部長 校長  

副本部長 教頭 

・各班との連絡調整 

・非常持出し品の搬出 

・校内の被災状況把握 

・記録日誌、報告書の作成 

・校内放送等による連絡や指示 

・応急対策の決定 

・教育課，市町村，ＰＴＡ等との連絡調

整，報告  

・消防署等への通報，報道機関等との連

絡，対応・情報収集 

 

緊急マニュアル・ 

学校敷地図・ラジオ 

ハンドマイク・懐中電灯 

災害時緊急対応ファイル 

携帯電話 

マスターキー 

 

分担（班） 担当者名 役割 準備物 

安全点検 

消火班 

 

 

 

★教務主任 

事務職員 

・初期消火，安全点検 

・避難，救助活動の支援 

・被害状況の把握  

・施設等の構造的な被害程度の調査及

び本部への報告 

消化器・ヘルメット 

ラジオ・道具セット 

手袋・被害調査票 

 

 

応急復旧班 ★事務職員 

 防災主任 

・被害状況の把握  

・応急復旧に必要な機材の調達，管理 

・危険箇所の処理及び立入禁止措置 

・避難場所の安全確認  

被害調査票 

ヘルメット 

校内図 

ロープ 

安否確認 

避難誘導班 

 

 

 

★担任 

主：奇数学年 

なかよし１組 

・揺れがおさまった直後に負傷の程度

を的確に把握し，本部に報告  

・安全な避難経路を使っての避難誘導  

・行方不明の児童生徒等，教職員を本部

に報告 

出席簿 

行方不明者の記入用紙 

 

 

 

保護者連絡班 ★担任 

主：偶数学年 

  なかよし２組 

・連絡手段の検討・決定  

・引き渡し場所の指定  

・児童生徒等の引き渡し作業  

・引き渡しの際の身元確認  

引き渡しカード・出席簿 

集合場所配置図 

災害時緊急対応ファイル 

救急医療班 ★養護教諭 

 保健主事 

 栄養教諭 

・応急手当の実施  

・応急手当備品の確認  

・負傷や応急手当の記録  

・負傷者等の医療機関への送致・連絡  

応急手当等の備品 

ＡＥＤ・担架・水 

健康カード 

安全靴・マスク 

 救護班 ★養護教諭 

 栄養教諭 

・負傷者の救出，救命  

・負傷者や危険箇所等の確認及び通報  

避難所支援班 

 

★生徒指導主事 

 教務主任 

・市町村及び関係する地域自主防災組

織等と連携し，学校が避難所となっ

たときの避難所運営支援  

ラジオ・バリケード・ 

ロープ・校内配置図 

避難者への指示看板 
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１１ 災害発生時における被害報告及び緊急連絡先 

 

（１）報告 

 

報告内容 担当課 ①所属電話番号 

②ＦＡＸ 

教職員の人身被害 

児童生徒の人身被害 

臨時休業等措置状況 

水上村教育課 

TEL：４４－０３３３ 

FAX：４４－０３２９ 

 

【内線】 

教育長：２０５ 

教育課長：２００ 

課長補佐：２０１ 

係長：２０２ 

主事：２０３ 

施設に関する被害 

応急救護、保健衛生対策、

学校給食物資 

教科書等の被害 

児童生徒への対応 

（心のケア等） 
 

 

（２）関係機関連絡先 

連絡先 電話番号 ＦＡＸ 

多良木警察署 ４２－４１１０  

水上駐在所 ４４－００５３  

上球磨消防署 ４２－３１８１ ４２－２５４７ 

消防東分署 ４７－８１１９  

水上村役場 ４４－０３１１ ４４－０６６２ 

水上村教育課 ４４－０３３３ ４４－０３２９ 

スクールバス ４４－０７５２【内線】２５０  

水上中学校 ４４－００２１【内線】８０２  

湯山小学校 ４６－０００４【内線】６０２  

水上村保健センター ４４－０３１３  

球磨教育事務所 ２４－７７７５ ２２－５１０９ 

公立多良木病院 ４２－２５６０ ４２－６７８８ 

古城クリニック ４４－０３２１ ４４－０３２３ 

（          ）   

（          ）   
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１２ 児童の保護者への引き渡し 

 

（１）引き渡し基準 

 

 

地震 

 

※学校を含む地域の震

度が基準 

震度４以下 原則、通常通りに下校させる。 

※但し、交通機関に混乱が生じて保護者が帰宅困難になる場合

が予測される場合、事前に保護者からの届けがある児童につい

ては、学校で待機させ、保護者の引き取りを待つ。 

 

震度５弱以上 保護者が引き取りに来るまで学校に待機させる。 

 

 

その他 

（二次災害） 

 

河川氾濫、建物倒

壊による通学路の

危険 

 

引き渡し、下校の安全確保が困難な場合は、校長判断により、児

童を学校に待機させる。 

 

 

（２）引き渡し方法 

 

○ 引き渡しの原則 

震度４以下 原則、通常通りに下校させる。但し、事前に保護者からの届けがある児童

については学校で待機させ、保護者の引き取りを待つ 

震度５弱以上 保護者が引き取りに来るまでは、児童を学校で保護しておく。 

 

 

○ 大まかな引き渡し手順 

   ①引き渡し場所の決定及び保護者連絡（学校安心メール・地区連絡網・学校ホームページ） 

②災害等緊急時対応ファイルの準備・児童を待機場所へ（担任等） 

③保護者対応 ・保護者誘導 

・引き渡し説明 

④引き渡し  ・引き渡し（連絡先の確認・名簿へのチェック） 

       ・今後の連絡等 

⑤引き渡した児童の集約と教育課への報告 

⑥残った児童の保護 
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【 学校体育館での引き渡しの場合 】 

 

○風水害等の緊急時による対応（危険回避のための早めの下校等）決定 

 

 

児童 職員 

①担任等の指示で下校の準備をする。 

②岩野小体育館へ避難する。 

③避難する際の諸注意を聞いた後に図書室へ移動す

る。 

④図書室で保護者と引き渡し 

 ※図書室で待機できない場合は、１年生教室及び

２年生教室を使用する。 

①「地区連絡網」及び「学校ホームページ」「岩野小

安心メール」で保護者へ連絡。 

②保護者が来校すると事務室に連絡。 

 ※職員は事務室→図書室へ保護者が来たことを連   

絡 

③図書室で引き渡し。 

 ※教頭の立ち会いのもと保護者に引き渡し。 

 ※引き渡し完了後は名簿に☑を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童避難場所 

 

 

 

 

 

 
 
 
保護者が来校したら 
事務室→図書室連絡 

引き渡し 
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【 学校体育館が使用できない場合 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者引き渡しに関する通知文書（上図） および 引き渡しの流れ（下図） 

風水害等の緊急時における下校について 
 盛夏の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げま

す。 

 さて、これからだんだんと雨や台風の多い時期へと移っていくにあたり、児童の安全確

保のため、天候によっては、日課を変更して下校を早める対応をとることも考えられます。

そこで、本校では、今年度より、風水害等の緊急時における下校について、以下のような

対応をとりますことをご承知おきください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者への児童引き渡しにつきましては、児童の安全確保のため、原則、お迎えは保護

者のみとしております。代理の方に来ていただく場合は、その旨学校までご連絡ください。 

 村民体育館での待機は連絡後２時間とし、その後は学校待機とします。（増水の様子次

第では、そのまま村民体育館待機とすることもあります。） 

 

○風水害等の緊急時による対応（危険回避のための早めの下校等）決定 

↓ 

○「地区連絡網」及び「学校ホームページ」での保護者連絡 

↓ 

○村民体育館にて児童引き渡し 

 

 

※緊急時の連絡は、地区連絡網及び学校ホームページを利用します 

※児童引き渡しには、村民体育館及び村民体育館前駐車場を利用します 

※車でお迎えに来られる際は、敷地内で渋滞することがないよう、一方通行としま

す。桜の里側入り口より進入し、その後は学校職員の指示に従ってください。 

（裏面参照） 



16 

 

１３ 避難所運営支援体制 

 

（１）学校が避難所となった場合の避難所運営の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治組織の立ち上げ・確立 

（地震発生）児童の安全確保 

地域住民等の学校への避難 

避難所の開設 

避難所の管理・運営 

避難所機能と学校機能の同居 

避難所機能の解消と学校機能正常化 

・施設設備の安全点検 
     （使用不可の判断） 
・教育課への報告と災害対策本部との連絡 

・開放区域の明示 

・駐車場を含む誘導 等 
・名簿作成（受付） 
・水や食料等の確保 

・備蓄品の管理と仕分け、配付等 
・衛生管理整備 

・自治組織への協力 
・ボランティアとの調整 
・要援護者への協力  等 

 

・学校機能再開のための準備 
 

日常生活の回復 

施設設備の被災状況の点検 

避難者受け入れ準備 
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（２）避難所運営支援をする場合の役割分担 

班名 担当者名 役割 

総括班 
校長・教頭 

各班の取りまとめ、避難所記録、地域との連携連絡、避
難所内外の情報収集と発信 

安全点検・巡視班 教務主任 
奇数学年担任 
なかよし１組 

施設設備の点検、立入禁止区域の設定、 
避難者誘導・交通整理、防火防犯警備 

避難者管理班 
事務職員 

避難者受付（避難者名簿管理等）、問い合わせ対応 
郵便物・宅配物の取り次ぎ 

食料物資班 栄養教諭 
偶数学年担任 
なかよし２組 

食料、物資の調達、受入、管理 
配給 

保健・衛生班 保健主事・養護教諭 
（栄養教諭） 

衛生管理、ゴミ、風呂、トイレ 
掃除、医療介護 

ボランティア班 校長・教頭 
事務職員 

ボランティアの受入・管理 

  

  

（３）学校が避難所になった場合の収容場所と収容人数・禁止場所区域 

収容場所 収容人数 立ち入り禁止場所 理由 

体育館 ２００人 

校長室・事務室 

職員室・会議室 

理科室・保健室 

家庭科室 

災害対策本部室 

個人情報あり 

薬品等あり 

炊き出しに使用 

校内地図：（青枠･･･避難場所区域  赤枠･･･立ち入り禁止区域） 

 

 

 

 

 

 

      ※収容場所、立ち入り禁止区域等を示した校舎図を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校は避難所に指定されていないが、地域住民が避難場所として来校する可能性があることを
想定し、避難所開設の準備をしておく。 
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１４ 災害時の学校再開までの手順等について 

 

【学校機能の再開に向けた準備をするか否かの判断基準】 

□ 児童や教職員が避難所で生活しているか、自宅で生活しているかを問わず、全般的に日常生

活（衣食住）や心身面での安定を取り戻しつつあるか。 

□ 児童や教職員が使用する教科書、補助教材、教具など、教育活動に必要な環境が整っている

か。 

□ 避難者の自宅等から学校への移動ルートが安全に確保されているか。 

□ 学校の施設・設備や教職員のマンパワー面において、学校としての教育機能を果たせる状況

になっているか。 

□ 学校が避難場所となっている場合、学校教育活動のため場所を確保できる状況になっている

か。 

□ ライフラインの復旧（水道、電気、ガス）が進み、最低限の教育環境が確保されているか。 

 

【確認事項】 

 
□ 児童、教職員の連絡先（避難先）の確認 

□ 児童、教職員が使用する教科書、補助教材、教具等の現況確認 
□ 児童、教職員の生活状況（衣食住）の確認 
□ 児童、教職員の心身の状況確認 

□ 学校の施設・設備等の確認 
―教育活動を行うための教室、体育館等の安全性の確認 
―学校そのものが、なおも避難所として使用されている場合、児童以外の地域住民の避難人数
と他施設（仮設住宅や自宅等）への移動の見込み 

―児童、教職員の通学、通勤手段及び通学、通勤ルートの安全性校内のライフラインの復旧状
況 

□ 教育課や自治体の防災担当部局へ協議・要請すべき事項 
―スクールカウンセラー、教職員、行政職員の派遣 
―地域の状況（通学、通勤ルートの被災状況） 

―教科書、教材、教具等の確保 
―ライフラインの復旧 
―施設修繕箇所の集約 

―学校の再開の可否 
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（２）学校再開に向けた準備のための役割分担 

班名 役割 

総括班 

※校長、教頭等の 

管理職が担う 

 

教育課や自治体防災担当との協議、要請 

総務班 児童、教職員の連絡先（避難先）確認 

児童、教職員の通学・通勤手段、通学・通勤ルート確認 

 

教育班 児童、教職員の教科書、教材等の確認 

児童、教職員の教育環境（施設・設備等） 

 

生活班 児童、教職員の生活状況（衣食住）確認 

 

避難所運営班 学校が避難所となっている場合、避難所の運営 

地域住民の学校への避難状況や避難所退去見込み 
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＜参考資料１＞ 非常持ち出し品・備蓄物品管理表 

 

○非常持ち出し品（発災後、すぐに避難場所へ持ち出す物品）   

品名 持ち出し責任者 確認日 

持ち出し品一式 

  防災マニュアル、教職員、連絡名簿、ラジオ、 

携帯電話、ハンドマイク、ホイッスル、乾電池 

①教頭 

②教務主任 

③（      ） 

 

救急用品一式 

 

①養護教諭 

②（      ） 

 

出席者名簿 担任（授業担当者） － 

 

○備蓄物品管理表 

  備蓄品名 数量 保管場所 使用期限 管理責任者 確認日 

 

救

急

・

救

助

用

品 

救急医薬品      

救急用品一式      

AED      

担架      

車いす      

毛布      

ハンマー      

のこぎり      

バール      

通

信

用

備

品 

等 

ラジオ      

トランシーバー      

携帯電話      

乾電池      

      

      

誘

導

用

備

品 

等 

ハンドマイク      

軍手      

ロープ      

投光器      

ホイッスル      

      

飲

食

用

品 

水      

非常食料      

      

      

そ

の

他 

バケツ      

簡易トイレ      

ブルーシート      

嗜好品（おもちゃ等）      
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＜参考資料２＞ 心のケア対応 ～体制づくりと教職員の役割～ 

※熊本県教育委員会 「学校防災マニュアル作成の手引き」より 
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※自然災害などによるPTSDの症状は、最初は症状が目立たないケースや直後
の症状が一度軽減した後の２～３か月後に発症するケースがあり、被災直後だ
けでなく、継続的に健康観察を実施することが必要です。 

※上記の健康観察のポイントや、その他の文献（学校における子供の心のケア、
くまもと心の自己回復プログラム等）を参考にし、普段から児童の心のケアを
行っていきましょう。 


